
　芸術の秋である。美術館や博物館も新型コロナウイル
ス感染症の対策で大変だが、こんな時期だからこそ、アー
ト作品に触れる機会があることは大切であり、人を励まし、
癒やし、勇気づける芸術の力は偉大である。
　今年、大阪の美術にとって重要な二つの会社が記念
の年を迎えた。一つは、絵具メーカーとしても知られる「ホ
ルベイン画材」の創業120年である。明治33（1900）年、
文具を販売する吉村峯吉商店として中之島に設立され
た。国立国際美術館や科学
館の西側、土佐堀川にかかる
常
じょう

安
あん

橋
ばし

の北詰である。明治41
（1908）年の広告に高等文
房具商として載り、絵具チュー
ブの形に「油画、水彩画、絵具
各種」と記されている。大正13

（1924）年、吉村洋画材料店
となり、昭和8（1933）年、ホル
ベイン洋画材料研究所を設立
して絵具の開発に乗り出した。
　もう一つが大正9（1920）年、
吉村商店の河内俊が独立し
た、今年が創業100年となる心斎橋の「カワチ」である。河
内洋画材料店の名で知られ、筆とパレットを持つ「画人印」
のマークも有名である。現在は画材だけではなく、額縁、デ
ザイン、設計用品、コミック、文具まで手広く商売の対象と
する。創業100年の記念誌『心斎橋 KAWACHI 100年』
に、近代大阪の美術の歴史と同店の結びつきを書かせても
らった（残部僅少、お問い合わせはカワチ心斎橋店まで）。
　以前から気になっているのが、洋画家小

こ い で
出楢

なら
重
しげ
（1887

～1931）の絵日記『断
だん

雲
うん

日録』である（表紙）。明治43
（1910）年8月5日の頁に次のようにある。
「夕立ち雲も今日はのこりなく晴れ渡って朝は殊に涼しい。
天王寺の公園にスケッチに行った（中略）三時頃からスケッ
チ板の箱を買ひに常安橋へ巡航船で行った。道頓堀の川
の波が午后の太陽にてらされて美しかった。」

　「スケッチ板」は、紙を置いて描くための画板ではない。
カンヴァスがわりに直接、絵具を塗って描くための小さな
板である。写生に出て生乾きの絵具が隣の板に着かない
ようにそれを収める専用の箱があり、昭和4（1929）年の
河内洋画材料店目録に載る「スケッチ板携帯箱」は、サム

ホールの大きさから8号の大
きさまで、3枚用と6枚用があ
った。
　『断雲日録』に小出が描い
ているのが、道頓堀にあった
巡航船の乗船場である。現代
ならば水上バスだ。天満橋ま
で巡航船で通学した詩人の
杉山平一（1914～2012）に
よると、乗船場と書かれた石
段を降りると、小さな改札口
のついた停留所が川に浮かんでいたという。川波がぴちゃ
ぴちゃと停留所の横べりをたたき、大きなエンジンのつい
た伝馬船でも通ると、うねりで停留所も大きくゆれたという

（杉山平一『巡航船』編集工房ノア、2009年）。
　地下鉄もない時代のこと、市内の移動に船舶の利用は
便利だったのだろう。客を乗せて船は次 と々船着き場を結
んでいった。小出がスケッチ板の箱を買いに常安橋に向か
ったとすれば、行く先は吉村商店だったはずだ。
　佐伯祐三（1898～1928）にも、常安橋より一つ上流の
筑前橋付近で描いた《中之島風景》（大阪朝日新聞社所
蔵）がある。これも画材調達で吉村商店に立ち寄った際、絶
好の写生地を見つけてイーゼルを立てたのかもしれない。
　小出が尊敬していた画家が、ヘンリー8世、トマス・モア、
エラスムスの肖像画で知られるルネッサンスの大画家ハン
ス・ホルバイン（Hans Holbein）である。重要文化財に指
定されている小出の《Nの家族》（1919年、大原美術館
所蔵）の机にホルバインの画集が置かれているのが、その
証拠だろう。ホルベイン画材の名も小出と関係しているの
ではないか、そのことが私は気になって仕方がない。
　水都大阪らしい、川と巡航船と画家と画材店の物語で
ある。
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大阪のアートを支えた老舗の記念の年
ホルベイン画材とカワチ画材

おおさか KEYわーど【第7回】新

明治41（1908）年の『関西時報』に載る
吉村商店の広告。真ん中に絵具のチュー
ブがデザインされている。

「スケッチ板携帯箱」絵具が隣の板に着か
ないように、スリットのあるところに風景画
を描いた板を収納する。（「河内洋画材料
店」のカタログより）
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